キャッテル
パーソナリティ特性論　　　　

１　特性を因子分析　①個人に特有な興味･態度による独自特性とすべての人にある程度持っている共通特性　

②外部から直接観察が可能な特性（行動の諸特徴）
２　１２の根源特性がどの程度あるか測定すれば、性格を完全に理解できるとした。

　　因子１　躁うつ気質―分裂気質　　因子２　一般的精神能力―知能欠如　

　　さらに４つの因子を加え１６の根源特性を示すが、一般には１２の因子を用いられる。

　　１２の根源特性→現在の心理療法の元　　特性論→心理テストへ

３　問題点　　抽出した因子の解釈に主観のまじる恐れがある
